














まとめ 

岡山県勝山に生息するニホンザル集団の母系血縁系とその優劣順位は、集団の分裂などさ

まざまな出来事により変化した。 

過去 28 年間の集団の変遷を 3つの時期に区分し、それぞれの時期に成体雌の出産率と母系

血縁系の優劣順位の高低との関連を調べると、2 つの時期において優劣順位の高い血縁系

ほど出産率が高いことがわかった。 

優劣順位がきわ立って上昇した Kera 系では出産率が増加した。この場合、優劣順位の上昇

は Kera 系の古い世代の雌によって、出産率の増加は次の世代の若い雌によってなしとげら

れた。 

母子関係を母子間の近接の頻度で測定し、高順位系と低順位系とで比較すると、高順位系

の母子間の方がへだたっていることがわかった。 

Kera 系は高順位になると他の高順位系の母子間と同様な近接の特徴を示し、これは Kera

系の若い世代の母子間に顕著であった。 


